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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本論文は、金属ゼオライト触媒によるメタンからメタノールへの転換反応について、密度汎関数

理論を用いてその活性種と反応機構を明らかにしている。ゼオライト中での活性種の占める位置お

よびゼオライトの細孔径が反応性に及ぼす影響について調べている。また、反応は活性中心の金属

配位数に強く影響されることも明らかにしている。これらの成果は、革新的酸化触媒および人工酸

化酵素の開発指針として、触媒化学分野の発展に寄与するところが大きく、価値ある業績であると

認める。 

よって、博士（工学）の学位に値すると認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


